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「井伏鱒二著作調査ノート（その一）－『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後－」（本誌第14号、
2003年2月10日）、「井伏鱒二著作調査ノート（その二）－『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後－」
（本誌第16号、2005年1月20日）、「井伏鱒二著作調査ノート（その三）－－『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作
目録」以後－」（本誌第18号、2007年1月25日）に続いて、新たに初出を確認したものを含め、記載するべき
井伏著作（複写）その他を入手することができたので、ここに報告する。
なお、『悪縁界報』掲載井伏随筆18点については、「『蚕糸界報』掲載井伏随筆について－井伏鱒二著作調査
ノート余聞－」（本誌第20号、2009年1月25日）に報告したので、そちらに譲る。
調査にあたっては、勝又浩監修『文芸雑誌内容細目総覧－戦後リトルマガジン篇－』（日外アソシエーツ、
2006年11月27日）、黒古一夫監修・山川恭子編集『戦前期『サンデー毎日』総目次』（ゆまに書房、2007年3月23
日）、及び、轄星社データベース・雑誌記事索引集成（テスト版）、占領期雑誌記事情報データベース、矯正協会
矯正図書館の文献検索を活用した。
掲載資料については、国立国会図書館、同館憲政資料室メリーランド大学カレッジパーク校図書館ゴードン・
W・プランゲコレクション、神奈川近代文学館、矯正協会矯正図書館の所蔵資料を利用させていただいた。また、
兵庫教育大学附属図書館学術情報課を介して、国立国会図書館、名古屋大学情報・言語合同図書室の資料を利用
させていただいた。
記して感謝申し上げる。
調査が至らず、書き加えるべきものが、まだまだあろうかと思われる。〒673－1494　兵庫県加東市下久米942－1
兵庫教育大学社会・言語教育学系　前田貞昭（研究室直通電話兼用ファックス：0795T44－2083、e－mail：Sadm＠
hyogo－u．aC．jp）まで御教示賜われば誠に幸いである。
凡例
1、作品・談話・アンケート回答などに分類せず、年代順に並べた。
2、個別の標題を持たないものは欄名などを〔〕で括って仮の標題とし、また、行末で省略されたとお
ぼしい句読点は〔〕で括って補うなど、〔〕内には前田が附した文言などを入れた。
3、発行日・印刷日・発行所・発行人等についての記載は原則として現物奥附に従った。現物奥附には「印
刷」「印刷納本」あるいは「編輯兼弾行者」「編輯発行人」、「印刷」「印刷者」「印刷人」等の表示が混在
しているが、本ノートでは統一しなかった。
4、人名・社名・地名などの固有名詞と引用文のうち、当該資料で旧漢字が使われていて、JIS第1水準
・第2水準で対応できる場合は、原則として、原文の字形を尊重するように努めた。
5、校異を示す場合は、本文の後の（）内に、該当の頁・行を示した。その際、原則として、標題・著
者名などは行数に含み、行空きは数えなかった。なお、／の後に当該本文を収録した新版全集の頁・行
を示した。
〔蝋人形・くりすます・誌上・ぶれぜんと〕
蝋人形社（東京市淀橋匝柏木四三三）発行『蝋人形』第4巻第12号（12月号、1933年11月10日印刷、
1933年12月1日発行）の20頁にアンケート「蝋人形・くりすます・誌上・ぶれぜんと」の一篇として
掲載。発行人・西候八十、編輯人・小川丑之助、印刷所・共同印刷株式会社、印刷人・君島潔、定価
30銭。
「オネーギンの最初のところに「生きることにも感ずることにも心いそがるる」といふ言葉があり
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ましたが〔、〕なかなかよろしいと思ひます。」以上、井伏回答全文。標題は目次から採ったが、本文
では「RO人形クリスマスモプレゼント」（20頁）、「編輯後記」（112頁）中では「クリスマス・誌上・
プレゼント」と表記。なお、奥附に示された蝋人形社の住所は上記の通りであるが、発行人・西條八
十の住所は「東京市淀橋匝柏木三ノ四三三」（あるいは「三ノ四三一」か、判別しがたい）とある。
手許にある『蝋人形』の奥附に記載された発行人・西條八十と発行所・蝋人形社の住所は同一で、例
えば第2巻第12号（1931年12月1日）では「東京市外柏木四三三」、第4巻第4号（1933年4月1日）
では「東京市淀橋匿柏木三ノ四三三」となっている。この第4巻第12号においても、発行所の住所も
印刷人の住所と同じく「東京市淀橋匝柏木三ノ四三三」とあるべきところと思われる。
巻号は奥附に表示せず、表紙（表1）及び裏表紙（表4）に表示。
「編輯後記」（文末に「加藤生」とある）には、このアンケートについて「本誌濁特の例年の行事、
そして諸家がとっておきの玉章をこの場合に限って惜しみなく本誌の諸君にプレゼントして下さるの
です。」との説明がある。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
「闘鶏二題」の作者
黎明社（東京市芝匝西久保櫻川町七）発行『文垂首都』第2巻第4号（新人推薦特輯四月躍進号、
1934年3月22日印刷、1934年4月1日発行）の119頁「推薦の言葉」欄に掲載。編輯人・保高徳蔵、発
行兼印刷人・岩崎四郎、印刷所・黎明社印刷所、特価50銭。
表紙に謳われている「新人推薦特輯」（目次に本特韓を明示する文言はない）においては、井伏の
ほか、尾崎士郎・林芙美子・広津和郎・龍脆寺雄らが新人作家を一人ずつ推薦し、その「推薦の言葉」
とともに計十一人の新人作家の作品を掲載。井伏のものは、岩田九一「闘鶏二題」（「一、私の闘鶏」
120頁～129頁、「二、老賊と闘鶏」129頁～136頁）の推薦文として掲載。この特輯について、無署名
「編輯後記」（350頁）は「先づ第一に推撃したいは現文壇の第一線に於て活躍しつゝある諸氏の推薦
に依て紹介されたる十一人の新人諸氏の作品である。〔中略〕いづれも充分に腕を揮ふだけの紙数を
作家諸氏に輿へて執筆して貰った。」と記す。十一作品中には、野長瀬正夫「聖降誕祭の夜」（林芙美
子推薦）、南川潤「女給部屋」（水上瀧太郎推薦）、長崎謙二郎「轟」（芹澤光治良推薦）などが含まれ
ている。
47字×7行。ルビなし。早稲田の高等師範部卒業後、埼玉県入間郡小手指村北野で家業を継いだ岩
田九一の略歴を紹介して、岩田の作品に「田園の匂ひが高い」由来を説き、さらに「激しい大乗的な
意慾が潜んでゐる」と推奨する。末尾に「（三月四日）」の目附がある。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
文聾圃卓合議（彰～完
東京日日新聞社発行『東京日日新聞』〈朝刊〉　第20394号～第20402号（1933年5月19日～5月27日）
に7回連載。
座談会。出席者、田中貢太郎・井伏鱒二・佐藤八郎・小寺菊子・深田久輌・大彿次郎・紳近市子・
谷川徹三・島村龍三・高田保・河野通勢・濱本浩・長谷川時雨・北村秀雄・平野零鬼・吉川英治・北
村小松・直木三十五・村松梢風・今日田海。各回の標題脇には「出席者名」としてこの20名を縦書き
で列挙し、その下に横書きで「（本社）」として「阿部・千葉・岩崎・板谷」の4名を掲げる。
第20396号（5月21日）、第20397号（5月22日）の2日間は掲載されていない。第20395号（5月20
日）と第20400号（5月25日）は第14面に掲載、それ以外は全て第8面に掲載。
座談会の冒頭、趣旨や進行について、濱本が、「今日は僕が司令者になって合を進めます。これま
での合議は、余りにかたよりすぎたうらみがあったので、今日は、一つ色々の方面の人たちから来て
いたゞいた、レビュー、キネマかうした方面も近来は、非常に問題となって乗てゐるのでその方面の
人たちからも来てもらひました－それでは一つ、まづ大衆文筆の方から進めます」と説明している。
以降、レビュー・映画・大衆文学の動向に及ぶ。記録された井伏の発言はない。わずかに、最終回の
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末尾、岩崎が「井伏氏の垂術について皆さんの感想を御聞きしたいですなあ、今さんどうです」と今
日出海の発言を促し、井伏文学の笑いの特質が一頻り話題になった最後に、
井伏（黙々としてはにかんで微苦笑す）
とあるにとどまる（傍点は原文のママ）。
霞亭の観梅詩
美術と趣味社（大阪府豊中市櫻塚町一一一一二四七番地）発行『美術と趣味』第3巻第5号（新緑特大鍍
／春の展覧合特輯／（その二）、1938年4月25日印刷、1938年5月1日発行）の4頁～7頁に掲載。
編輯兼発行兼印刷人・高山辰三、印刷所・商業グラビヤ印刷所、定価50銭。
奥附には、「編輯所」として「大阪市西匝土佐堀船町二三／大阪商工ビル一階」、「墓湾支社」とし
て「墓北市川端町四二〇番地／美術と趣味墓漕支社」も表示。特輯名は表紙（表1）の記載に従った
が、目次には「新緑特輯／春の展覧合鍍（英二）」とある。また、奥附に巻号の記載はなく、表紙（表
1）・目次などに表示。
無署名「後記」（21頁）には、「今月親には直木賞の井伏君が長い原稿を寄せてくれた。」とある。
『螢合戦』〈新選随筆感想叢書〉（金星堂、1939年9月20日）に、同題で初収録。新版全集第7巻に
は初出未確認のまま、同書を底本に用いて収録。
以下に、初出と初刊単行本『螢合戦』との本文の異同を、初出本文→『螢合戦』所収本文の順に示
す。参考のた釧こ新版全集の該当頁・行を／の後に加えた。なお、初出誌では行末の句点が省略され
ているが、その異同については略した。初出本文は2段組で標題が段抜きになっているので、初出本
文の行数を数える際に標題は含まなかった。
北候霞享の三原観梅詩といふ十八篇の詩を謹んだ。私には大骨豊のところしかわからないが、森鴎
外博士によると情味掬すべき詩篇である。私が江戸時代のかういふ詩を語るのは、あながちゲ
テモノ流行の波につられたわけではないのである。いま私は郷土史をしらべてゐる関係から、
茶山の廉塾の興亡に興味を持ってゐる。（4頁上段1行目～6行目）→北候霞事の三原観梅詩
といふ十八篇の詩を謹んだ。私は茶山の廉塾の興亡に興味を持ってゐるが、（245頁2行目～3
行目／554頁2行目）
懇請され、文化十年に廉塾の都講となった文人である。（4頁上段6行目～7行目）→懇請され
文化十年に廉塾の都講となったのである。（245頁3行目／554頁3行目）
廉塾といひ茶山といひ、他郷の人には（4頁上段8行目）→廉塾といひ茶山といひ他国の人には
（245頁4行目／554頁4行目）
廉塾を創設した詩人（4頁上段10行目）→廉塾を経管した詩人（245頁5行目／554頁5行目）
藤子文と原玄鳶は、以述の佐藤子分と甲原玄毒である。（4頁下段3行目）→藤子文と原玄毒は、
佐藤子分と甲原玄書である。（246頁4行目／554貞12行目。新版全集では「佐藤子分」を「佐
藤子文」と校訂）
藤希采といふのは誰だかわからない。（4頁下段4行目）→藤希采といふのは、誰だかわからな
い。（464頁4行目～5行目／554頁12行目）
鴎外博士は伊藤氏とされてゐるさうだが、（4頁下段4行目～5行目）→鴎外博士は伊藤氏とさ
れてゐるやうだが、（246頁5行目／554頁12行目～13行目）
翌文化二年十一月、（4頁下段8行目）→翌文化十一年十一月、（246頁7行目／554頁14行目～555
頁1行目）
八月以後の最近のことであった（5頁上段12行目～13行目）→八月以後のことであった（247頁11
行目／555頁16行目）
両目而投（5頁上段20行目）→両目而殺（248頁3行目／556頁1行目）
桑の芽も幾らか青くなってゐる。さいうふ風景中の鮎景人物は、（5頁下段5行目～6行目）→
さいうふ風景中の梁占景人物が、（248頁10行目～11行目／556頁8行目）
千光寺は尾道の裏山の中腹に見える（6頁上段1行目）→千光寺は尾道の裏山に見える（249頁13
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行目／557頁3行目）
葛西善蔵氏も尾道に来て（6頁上段7行目）→葛西善蔵も尾道に来て（250頁3行目～4行目／557
頁6行目）
二十七園で空家になってゐたが、俗人の住むには（6頁上段12行目）→二十七園の空家になって
ゐたが、俗人の住むのには（250頁7行目／557頁8行目～9行目）
その心境は私たちに、殆んど解しかねるところがある。いったい梅の花を見るた桝こ、何の（6
頁上段20行目～21行目）→その心境は私たちに殆んど解しかねるところがある。いったい梅の
花を見るために何の（250頁13行目～251頁1行目／557貞13行目～14行目）
チヨキ船といふもの（6頁下段13行目）→チヨロ船といふもの（251頁10行目／558頁2行目）
泊めてもらひ、「泊線崎酒店」といふ（6頁下段19行目）→泊めてもらひ「泊線崎酒店」といふ
（252頁1行目～2行目／558頁6行目）
友人知巳に（7頁上段12行目）→友人知己に（252貢11行目／558貞15行目）
病没した。（7頁上段14行目）→病残した。（252頁12行目～13行目／558貞16行目）
断腹の思ひ（7頁上段15行目）→断腸の思ひ（252頁13行目／558頁17行目）
今朝のあらしに、桐の葉の、とく散らんとは、かねてしりLも。（7頁上段18行目～19行目）→
今朝のあらしに桐の葉のとく散らんとはかねてしりLも。（253頁2行目～3行目／558頁19行
目～20行目）
老詩人霞事を（7頁下段2行目）→老詩人茶山を（253頁6行目／559頁2行目）
／霞亭は志摩の園的矢の人である。京都に遊撃した後また江戸に遊撃し、とりわけその詩文は清
楚であった。廉塾に都講を勤めること九年、文政四年、福山藩に仕へ江戸の西片町の邸に移っ
た。そして文政六年八月十七日、享年四十四歳で病没した。扁山藩に仕へたのはわづか三年間
である。墓は巣鴨の眞性寺にあるといふことだが、私はまだ参弄したことがない。墓誌銘は頼
山陽の撰といふことである。／（二月三十日）（7頁下段6行目～21行目）→〔文末、削除〕（253
頁9行目～／559頁4行目～）
春雨日記と浄瑠璃本
オール女性社発行『オール女性』第6巻第10号（通巻第68号、1939年10月発行）に掲載か。
『オール女性』第8巻第10号（通巻第92号・終刊号、1941年10月）掲載「オール女性既刊競分類要
目」（13頁～17頁）の「随筆・小品」（14頁）の内に「春雨日記と浮瑠璃本　井伏鱒二　68」と掲出さ
れている。「オール女性襟行年月表」（17頁）には「第六番　目昭和十四年一月（通巻第五十九鍍）／
至　同　十二月（同七十兢）」とあるので、1939年10月発行の第6巻第10号（通巻第68号）に掲載と
推定した。標題からは、「『蚕糸界報』掲載井伏随筆について－井伏鱒二著作調査ノート余聞－」
（本誌第20号、2009年1月25日）で報告した「春雨日記」（『悪縁界報』第573号、1939年11月1日）
の初出かとも思われるが、現物未確認。
郷土封談
株式合社大阪毎日新聞社（大阪市北匝堂島上二丁目三十六番地）発行『サンデー毎日』第20年第50
号（通巻第1154号、1941年11月16日発行）の34頁～37頁に掲載。編輯人兼印刷発行人・須古清、配給
元・日本出版配給株式合社、定価15銭。
野間仁根との対談。菊池寛・木村毅の対談を第1回（第20年第46号、1941年10月19日）とする「郷
土封談」の第5回。本文に回数表示はないが、目次（3頁）には「郷土封談【第五回】……賢露讐」と
ある。対談が始まる34頁の上部2段分を使って、「野間氏（向って右）と井伏氏」とキャプションの
ある写真一葉を掲載し、その写真上部に「郷土対談」と標題を右横書き。その右に縦書きで「井伏鱒
二（鹿島解）／野間仁根（愛媛県系）」とある。
見出しは「非常に豊富な瀬戸内海の鯛」、「誇るべき福山城と松山城」、「海の勇者たちの発祥地」の
三つ。各頁15字×33行で6段組。但し、34頁と37頁の対談本文は4段分（34頁において残る2段は標
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題など、37頁は広告に宛てる）。
対談中には、「僕は糸崎の先は殆ど知らない。それから島は鷹島県系内の島だけです。」「瀬戸内海の
いろいろな島へ行くと、その一つ一つの島でちょっと気風が違ひますね。その違ふものだけ取り除い
てみると、それでも一つの共通した気風がまだ残りますね。」「〔広島県系出身の人物といふと、どうい
ふ所でせう」と問われて〕現存の人は僕は知りません。僕の方で人物といふのは、土着して其虞の土
地で仕事をしてゐる人に、人物があるかも知れないですね。村長さんをしたり、百姓をしたりしてゐ
る人に人物があるかも知れない。」「僕の方ぢや軟文学といふものをやってゐるといふと、兄弟親戚も
肩身が狭いのです。〔中略〕どこかへ勤めながら、片手間に文学を読むといふのが穏常と思はれてゐ
ふう
るやうです。」「書家は僕の方では理解される。」「僕は暫く室家になるといふやうな様子を見せたです
よ。さうすると割合よかったですね。」といった井伏の発言がある。
なお、本文中には「福山城（上）と松山城」、「浅野長動侯」とキャプションの附いた写真も掲載。
その後の再録はない。
マライ人タムリン
刑務協合（東京都麹町匝霞ヶ関一丁目一番地）発行『月刊刑政』第56巻第7号（7月号、1943年6
月28日印刷納本、1943年7月1日発行）の6頁～7頁に掲載。編輯兼発行人兼印刷人・大原虎夫、印
刷所・刑務協会印刷所、配給元・日本出版配給株式合社、定価30銭。
表紙（表1）の右肩法定文字には「第五十五番第七鍍」とあるが、矯正図書館文献検索（OPAC）
が示すように、第56巻第7号とするのが正しいようである。また同検索に拠れば通巻第656号。奥附
には、巻号や通巻号数の表示はない。
表紙には右横書きで「月刊刑政七月携」と「月刊」の文字が小さく印刷されているが、目次上欄や各
頁の柱の題号は全て「月刊刑政」と「月刊」の文字も並字になっているので、本ノートでも『月刊刑
政』とした。
ルビなし。井伏作品掲載頁の版面は35字×26行×2段組で、見開き2頁に亘って掲載。ただし、6
頁は標題が段抜き6行取りされているため、400字詰原稿用紙8枚程度の分量。本文標題の上部に、
右横書きで「随筆」とある。目次欄の標題には「随筆」の文字はない。冒頭段落は、「昨年、昭南市
にゐた常時、私はゆるやかな岡の中腹にある宿舎に住んでゐた。マンゴスチンの並木の立ちならぶ坂
路に沿ひ、右隣りにアラビア人の金満家のアルカフといふものの大邸宅があった。私の宿舎は支那式
の棟割り長屋にすぎなかったが、アルカフの左隣りの家だと云へば現地人たちには直ぐわかった。正
確にいへば、昭南市ロイド街五十五番館である。」とある。その五十五番館に滞在中、中島建蔵・神
保光太郎と井伏の「三人共通で雇ひ入れた」炊事夫で、「タムリーといふ名前のジャバ生れのマライ
人」に関わる挿話を描く。第三段落は「私たちはタムリーを呼ぶときタムリンと云った。」と始まる。
本作に描かれた臆病なタムリンの姿や、タムリンの妻のお産の挿話は、後に発表された「マライ人の
赤ん坊」（『銃後の大阪』第6報、1944年8月15日）や「タムリン夫妻」（『婦人』第12号、1948年6月
1日）、「タムリン」（『文芸』第11巻第7号、1954年7月1日）などと共通するが、別作品である。
奥附（ノンブルはないが33頁に相当）上の「寄稿家紹介」に、井伏は「作家」として紹介。また、
同頁掲載で「ふせ」と末尾に署名のある「編輯後記」は、「□本誌に封し新に玉稿を寄せられた井伏
鱒二氏、吉屋信子女史の二大作家の方々及早大講師原祐三氏に封し心からなる感謝を捧げたいと思ひ
ます。」と結ぶ。吉屋信子の寄稿は「錬山は美しき哉」。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
賭
時事新報社発行『時事新報』〈朝刊〉　第20063号（1948年3月30日）の第2面「文化」欄に掲載。
新漢字と旧漢字の双方を使用し、新仮名遣いだが撥音は並字を使用する。ルビなし。4段組で、15
字×92行。ただし、1段目と2段目の中央に割附けられた標題部分を避けて本文が配され、また、13
行に亘って1行14字詰の体裁になっているので、実際の字数は若干少なくなる。「先般の帝銀事件の
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犯人についていったい犯人はどんな素性の人間だろうと予想して、私は友人と賭をしている。」と始
まる。「ところが、その友人が犯人の疑いをうけて道で呼びとめられた。」さらには「今度は何人もの
中老人が疑いをかけられ」た。作家のK氏やY氏も、似たような疑いをかけられたという噂である。
近所でも同様の仕打ちに遭った人がいて、本人ばかりではなく、その奥さんまでも口惜しがっていた。
戦争中、甲賀三郎が新潟に旅行した時、刑事にスパイだと疑われて警察署に三日間留置されたという。
「この噂をきいたとき私は思わず噴き出したが、甲賀氏自身にしてみると当然それはやりきれない。」
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
なお、井伏には、同じ「賭」の標題だが、内容の異なる作品がこのほか二篇あり、それぞれ『サン
デー毎日別冊』〈新春小説集〉（1947年12月10日）と『連峰』59号（1983年5月10日。『尾崎一雄全集
月報』第15号にも一部改訂して再録）に掲載されている。
早稲田鶴巻町
早稲田中学雑誌合（東京都新宿匝馬場下町24）発行『稽友縮刷版』第1巻第4号（1948年6月30日
印刷、1948年7月5日発行）の第4面に掲載。編輯発行人・藤本茂男、印刷所・勝山印刷、定価記載
なし。
第1面上部中央の欄に上掲の題号「稲友縮刷版」などの刊記（但し、巻号表示はない）が左横書き
で記載され、その右欄には題号が飾り文字で「椙友」と掲げられている。題号右下にはローマ字で小
さく「THE TOOYUU」とある。欄外の柱にも題号「括友縮刷版」のほか、巻号・印刷所などが記載
されている。巻号はこの欄外の柱から採った。
旧漢字・旧仮名遣い、ルビなし。12字×89行を4段に組む。「先日、私は用事があって何年ぶりか
で早稲田界隈に出かけた。もうすつかり様子が攣って、どこに何の店があったのか直ぐには見常つき
かねた。」と始まり、下宿していた南越館も行きつけの髪結屋も麦畑に仕立てられていたと続く。こ
の髪結屋の親父が早稲田の野球チームのフアンであったこと、喫茶店・廻陽軒で友田恭介が「青い鳥」
の練習をしたことなどに触れる。最終段落は「まだ鶴巻町には、たくさん私の知ってゐた店がある〔。〕
その焼け跡もある。だからこんな風に書いて行くと、だら一へ・－績いて締めくゝりがつきさうにない。
これで止します。（五月三十一日）」と結ばれる。
国立国会図書館憲政資料室架蔵、メリーランド大学カレッジパーク校図書館ゴードン・W・プラン
ゲコレクション、請求番号T782で確認。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
祝賀会の日
読売新聞社発行『読売新聞』〈朝刊〉　第28056号（1955年1月7日）の第6面「文化欄」に掲載。
新漢字・新仮名遣い、ルビなし。『在所言葉』（修道社、1955年6月25日）に、同題で初収録。新版
全集第18巻には、初出未確認のまま、『在所言葉』を底本として収録。なお、『井伏鱒二全集』第11巻
（筑摩書房、1965年6月5日）収録時に「祝賀合の夜」と改題され、『場面の効果』（大和書房、1966
年10月15日）には「祝賀合の夜」の標題で収録。
以下に、初出と初刊単行本『在所言葉』との本文の異同を、初出本文→『在所言葉』所収本文の順
に示す。参考のために新版全集の該当頁・行を／の後に加えた。『在所言葉』では旧仮名遣いに改め
られているが、仮名遣いの異同については略した。また、初出紙面では標題が段抜きになっているの
で、行数を数える際に標題は含まなかった。
ここ数年来、（1段1行目）→この数年乗、（7頁2行目／132頁2行目）
これは酒を飲む機会が多いのと、元来がそそっかしい（1段2行目～4行目）→酒を飲む機合が
多いのと、そそっかしい（7頁2行目～3行目／132頁2行目～3行目）
今年は明けて（1段4行目～5行目）→今年は、明けて（7頁3行目／132頁3行目）
野間賞祝賀記念会（2段3行目）→野間賞受賞祝賀記念合（7頁5行目／132頁4行目）
コタツ（2段7行目ほか）→炬燵（7頁7行目ほか／132頁5行目ほか）
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角そで（2段11行目）→角袖（7貞8行目／132頁6行目）
ガイトウ（2段11行目ほか）→外套（7頁8行目ほか／132頁6行目ほか）
札の番号を見せ「羽織ごと（2段22行目）→札の番班を見せ、「羽織ごと（8頁5行目～6行目
／132頁10行目～11行目）
ガイトウのなかをさがし「はい、（2段26行目～27行目）→外套のなかをさがし、「はい、（8頁
8行目／132頁12行目）
いって（2段27行目ほか）→云って（8頁9行目ほか／132頁12行目ほか）〔仮名表記「いう」を
漢字表記「云ふ」に変更〕
タナ（3段2行目）→棚（8頁10行目／132頁14行目）
小ビョウブ（3段6行目～7行目）→小屏風（9頁1行目／133頁1行目）
時計を見て、大急ぎで（3段8行目）→時計を見て大急ぎで（9頁1行目～2行目／133頁2行
目）
もん着（3段14行目）→悶着（9頁4行目／133頁4行目）
車の運転手で、座席に（4段8行目）→車の運韓手であった。座席に（10頁3行目／133頁11行
目）
スシ屋（4段12行目ほか）→すし屋（10頁5行目／133頁12行目ほか）
会った。引返して飲もう」というのでスシ屋に行った。（4段13行目～14行目）→合った、引返
して飲まう。」と云ふので、すし屋に行った。（10頁5行目～6行目／133貢13行目）
私は車に乗ると同時に前後不覚に（4段18行目～19行目）→私は車に乗ると、すぐ前後不覚に（10
頁8行目～9行目／133頁15行目）
夜が白々と明け私はまだ（4段22行目）→夜が白々と明け、私はまだ（10頁10行目／133頁16行
目）
青いふち（4段24行目）→青い淵（10頁11行目／133頁17行目）
君はよく眠ったぞ」といった。（4段28行目～29行目）→君はよく眠ったよ。オレに焦りかかつ
て寝たぞ。」と云った。（11頁1行目／133頁18行目）
山か（窟）の研究（4段32行目）→山寓の研究（11頁2行目～3行目／133頁19行目）
窓の下に渓流が（4段34行目）→窓の直下に渓流が（11頁3行目／133頁20行目）
（一月五日朝・作家）（4段36行目～37行目〔追い込み〕）→（昭和三十年一月五日朝）（11頁5
行目〔改行〕／134貢1行目〔追い込み〕）
紙切りナイフ
産業経済新聞東京本社発行『産経時事』〈夕刊〉　第4735号（1955年11月15日）の第6面「学芸」欄
に掲載。
新漢字・旧仮名遣い、ルビなし。15字×75行を5段に組む。「去年、京都の寿岳文章さんから、ク
リスマスの贈りものとして紙切ナイフを送って頂いた。材料は黒柿だが、殆ど全面が黒く、さっと白
い斑を散らして何となく水々しい。」と始まる。「紙切ナイフを使う機会をあまり持たなかった」が、
それでも、たまにコロンバンの開店祝いの品を使うことがあった。それ以前は学生時代に早稲田鶴巻
町の文房具屋で買ったみすぼらしいものを使っていた。このたび、新しい「紙切ナイフを使ひたいぽ
っかりに洋書を注文した」が、入手したNEW・POEMSは「袋折りになってゐなかった」。「しかし、
私はこの書物の詩を一目に一篇づっ訳す計割をたて、今まで一箇月あまりの間に二篇だけ訳した。す
べて物ごとは思ふやうにはならないものときまってゐる。」と結ばれる。末尾に「（原文のまま）」と
ある。本文では引用したように「紙切ナイフ」と使うが、標題は「紙切りナイフ」と表記されている。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
宇野重吉の監督出発をめぐって【座談会〕
株式会社雄鶏社（東京都中央区日本橋江戸橋1の7）発行・発売『映画旬刊』第13号（四月特別号
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／春の特別号／4月上旬号、1956年4月1日発行）の50頁～55頁に掲載。編集・映画旬刊編集委員会
（代表・清水千代太）／映画旬刊編集室（東京都中央区銀座東四の五）、印刷・共同印刷株式会社／
株式会社東京印書館、特価150円。
本文標題下に「座談会出席者（五十音順）」として、伊藤整・井伏鱒二・大黒東洋士・川端康成・
上林暁・小山いと子・菅原卓・田宮虎彦・十返肇・外相繁・浜本浩・宇野重吉・大塚和、以上13名を
掲げる。但し、浜本と宇野との間は罫線で区切ってある。なお、「座談会」の表示は目次から採った。
奥附には「四月特別号」、．表紙（表1）と背には「春の特別号／4月上旬号」とある。掲載誌の題
号は「旬刊」の文字を含むが、実際には旬刊ではなく、表紙（表1）・裏表紙（表4）・奥附に「月二
回1日15日発行」とあるように月2回の発行。
本文標題下のリードに「上林暁氏の病妻小説を集めて、宇野重吉氏が映画「あやに愛しき」を初監
かの
督する。その門出に文壇人が与えた友情と励ましの言葉。」とある。本文中には大塚和を除く顔写真
を掲載。
「シナリオについて」「文壇から映画に望む」「演出の狙い」「宇野演出への注文」「映画は小説への
批判となるか」「結末と希望」「観客の共感」の七つの見出しの下に構成。冒頭で座談会の趣旨と進行
役について、「あやに愛しき」のプロデューサーで劇団民芸の大塚が「きょうほお忙しいところ有難
うございます。こんど宇野が上林さんの一連の病妻物を材料にして第一回映画を演出することになり
ました。これは前から宇野が病妻物を自分が主人公になって－上林先生の役ですが－だれか映画
－、1、
にすればと多年考えておりましたが、たまたま宇野が演出するに当って、これを映画化することにな
ったわけです。「あやに愛しき」のシナリオや宇野がこれをやるについて、皆さんの忌健のない御意
見や言葉をいただきたいと思います。進行は十返さんにやっていただきたいと思います。」と発言し
ている。
井伏の発言は複数記録されているが、映画製作と原作者との関わりについて話題が及んだところで、
「シナリオは見せてもらうのは戦後です。戦前はシナリオも送ってもらえなかった。あるときシナリ
オを読んで、これはこう思いますと言った。成るほどそうだ、といわれたんですが、映画になったの
を見ると、そうなってない。ただ参考に聞くだけで、専門家でなければわからないという気拝がある
のじゃないかと、ちょっと反感を持ったのです。最近はよく見せてもらいます。」という発言が注目
を惹く。
なお、『劇団民蓼の記録1950－2000』（株式会社劇団民垂、2002年7月1日）の「映画社の記録」は
「民垂映画部製作作品」の一つとして「あやに愛しき」を掲げ、「完全自主製作／56年独立映画系封
切」とし、「脚本／新藤兼人　監督／宇野重吉　撮影／前田実　出演／滝沢修、清水将夫、信欣三ら
劇団員、芥川比呂志、小沢柴太郎、東野英治郎、菅井一郎、フランキー堺、田中絹代、山田五十鈴」
と記している（同書332貢）。また、「劇団年表」の1956年5月の項に「〈民芸の仲間〉　試写会　民芸映
画「あやに愛しき」（宇野重吉監督）国鉄労働会館ホール」と出て来る（同書192頁）。
井伏鱒二氏評〔田岡典夫著『ポケットに手を突っこんで－私は異国の町を歩く－』推薦文〕
株式会社光書房（東京都文京区水道端一ノ六五）発行、田岡典夫著『ポケットに手を突っこんで
－私は異国の町を歩く－』（1958年7月25日印刷、1958年8月5日発行）の帯（帯は本体ではな
く、画に附けられている）に掲載。発行者・安嶋公治、印刷・一興印刷、定価320円。
新漢字・新仮名遣い、ルビなし。個別の標題はない。帯にはゴシック体で「ぶらり旅・がらくた土
産」と記載された後に、「井伏鱒二氏評」「福島慶子氏評」「渡辺一夫氏評」として三つの推薦文が掲
載されている。
井伏文は13字×10行。「田岡君はよく人の意表に出る。」と始まり、「今回はまた人の知らない間に
南米へ旅立って、このような小面にくい収穫を持って来た。」と結ばれる。
『ポケットに手を突っこんで』は、全276頁。ソビェト・メキシコ・アルゼンチン・ブラジル・ポ
ルトガル・スペイン・中国の旅行記。それぞれの旅の時期は、シベリア鉄道経由で帰国したパリ遊学
が1930年11月～1931年4月、中南米・南欧の旅がi954年秋～1955年1月、中国旅行が1956年9月であ
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る。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
東西々々
株式会社明治座発行『劇団結成5周年記念　森繁劇団5月特別公演』（1966年4月30日印刷、1966
年5月1日発行）の11頁に掲載。頒価150円。
表紙（表1）には「劇団結成5周年記念／宗治羞提携／森繁劇団／5月特別公演／製作菊田一夫」とある。冊子
名はこれによって略記した。目次には、これらの文字に加えて「初日5月1日～26日」とある。
本冊子はB5判平綴じ。写真を中心として構成された前附の10頁分は隠しノンブルで、本文とは別。
本文最終ノンブルは「40」。
中野実脚本・演出の「駅前二十年」が昼の部の第二作として上演されるのに因んで、原作者の井伏
が寄稿したもの。なお、目次では、「●駅前二十年　3幕9場」と演目を掲げ、その上に、「井伏鱒二
原作「駅前旅館」より／中野実　脚本・演出」と記す。
新漢字・新仮名遣い、ルビなし。26字×2扇子。「ちょっと雑音を入れたいと思います。」と始まる。
「中野さんはあれ〔原作の「駅前旅館」のこと－前田注〕とは別に、戦後二十年間に於ける駅前風
景の推移を独自に書く筈だと思います」と原作との相違を強調している点、また、「私の「駅前旅館」
は宿屋の番頭の失策談みたいなもので、登場する数人の番頭たちはみんな古風なしきたりを守ってい
る人間です。それに、ちょっと不良じみて横着なところが出るくせに、どこか間が抜けている人間で
す。まともな人の目には半人足としか見えないでしょう。あの作品を書いたのは約十年前のことです
が、その当時はまだ古風な番頭が僅かに存在しておりました。無論、見るからに亡び行く稼業の者と
いう観がありました。〔中略〕亡び行く稼業の者の生態を記録して置くつもりで書きました。モデル
は上野駅前の或る旅館の番頭です。」という自作「駅前旅館」に触れた部分が注目される。
同じ頁に「駅前旅館」の脚本・演出に当たった中野実「「駅前二十年」」と題する文章が掲載され、
「厳密に云って「駅前二十年」は、僕の自由脚色で井伏君にも断った。勝手な人物を登場させること
にした。」と、原作との関係について井伏と同趣旨のことが書かれている。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
原爆小説『黒い雨』と井伏鱒二／「それでも、私は描き切れなかった」
毎日新聞社（東京本社　東京都千代田区有楽町一の一一／大阪本社　大阪市北区堂島上二の三六／
西部本社　北九州市小倉区紺屋町七ノ二〇七／中部本社　名古屋市中村区堀内町四の一）発行『サン
デー毎日』第45年第41号（通巻2488号、9月25日号、1966年9月25日発行）の18頁～21頁に掲載。編
集人兼発行人・三木正、定価50円。
無署名インタビュー中に井伏談話を引用。
リードに「井伏鱒二氏（六八）の原爆問題を扱った小説『黒い雨』が大きな話題になっている。三百
枚をこえるこの長編は戦後文学のすばらしい収穫であり、ことしの文学賞はこの一作がさらうのでは
ないか……といわれる。政治やイデオロギーにことさら背を向けてきた井伏氏が、なぜ原爆小説に、
心血を注いだか一一一一㌔」とある。
「縁談の進行中突然に」「不正義でも平和の方がいい」「どうにもたまらなくなって」「原爆のすご
さは、とても……」「〃被爆者の目〟が生きている」「人間肯定の文学です」の六つの見出しの下に構
成。そのほか、二重罫線で囲んだ「黒い雨」というコラムを設けて、「黒い雨」は「武州鉢形城」以
来の井伏の大長篇であって、平野謙・江藤淳・佐伯彰一・北原武夫・野間宏たちが一斉に文芸時評で
取り上げたことを紹介、河上徹太郎の評言も引く。
「縁談の進行中突然に」「不正義でも平和の方がいい」は粗筋の紹介。「どうにもたまらなくなって」
「原爆のすごさは、とても……」が、井伏へのインタビューである。そのインタビューで、井伏は、
矢須子・開聞重松のモデルや執筆動機・執筆姿勢、また、重松静馬氏の協力ぶり、さらに、重松氏の
指摘で改変した作品末尾のことなどについて語っている。
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「〝被爆者の目〟が生きている」はモデルとなった重松静馬氏と岩竹博氏、そして、『新潮』編集
者の菅原国隆氏の談話を引用し、「人間肯定の文学です」は、「キワもの」扱いされることや、異常な
ことを嫌っているもかかわらず、井伏が「黒い雨」を執筆したことに注目した上で、「黒い雨」は「家
庭小説のワク組みの中で」書かれたとする趣旨の佐伯彰一談話を紹介する。
本記事中には「原爆小説を書いた井伏鱒二氏」「『黒い雨』のモデル重松静馬さんと　書き終えて一
泊旅行（尾道で）」「〝ここが、小説に出てくる鯉の池ですよ〟　と重松さん（小畠村で）」とそれぞれ
キャプションのある写真3葉を掲載。また、目次（11頁）にも「「いいものを残さないと死ねない」
という井伏鱒二氏」とのキャプションを附した写真1葉を掲載。なお、目次では本記事の副題が「そ
れでも、私はついに描き切れなかった」となっている。
〔中村地平作品アンケート回答〕
虎見書房（東京都新宿区戸塚町三の九三四）発売『ポリタイア』第1巻第4号（冬季号、1968年11
月20日印刷、1968年12月1日発行）の112頁に掲載。編集兼発行人・壇一雄、編集室・近畿大学出版
部内（東京都新宿区四谷二一二）、印刷・近畿大学出版印刷局、定価250円。
表紙（表1）下部には号数と発行年月を示す「4，68」という文字、また、「冬季号」という表示が
ある。なお、奥附の題号は「ポリタイア」だけだが、表紙（表1）には片仮名の「ポリタイア」に重
ねて「POLITEIA」ともある。
井伏回答掲載頁には「アンケート」とのみあって、個別の標題はない。また、目次はアンケートが
掲載されていることについて一切触れていない。「一、戦前では処女作「亜熱帯植物の種子」、戦後で
は「義妹」共に良きロマンチシズム。」以上、井伏回答全文。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
焼酎
毎日新聞社（東京本社　東京都千代田区一ツ橋一一一／大阪本社　大阪市北区堂島一一六一二〇／
西部本社　北九州市小倉北区紺屋町一三一一／中部本社　名古屋市中村区名駅四一七一三五）発行『焼
酎　現代のスピリッツ』〈Yellow PagesIllustrated第3号〉（1978年5月1日発行）の40頁～41頁に掲
載。編集長・大橋久利、印刷・凸版印刷株式会社、定価980円。
一表紙（表1）の右上に大きく縦書きで「焼酎」とあり、その上に左横書きで小さく「世界の文化」、
下に同じく左横書きで小さく「現代のスピリッツ」とある。また、表紙（表1）の下部に「YellowPages
i11ustrated」とある。背表紙には「世界の文化　焼酎」とある。裏表紙（表4）左肩には縦書きで「焼
酎　現代のスピリッツ」とあるほか、標記の発行日附・発行所・編集長などを記している。また、同
じく裏表紙の下部には横書きで「雑誌1639－5　Yellow PagesIllustrated第3号」と、雑誌コード・
誌名・号数表示がある。掲載誌の題号などは裏表紙（表4）から採った。縦22．5cm、横18．3cmの変形
判で、最終ノンブルは「161」。
末尾に「0」と署名のある「あとがき」（隠しノンブルで162頁に相当）には「『ジーンズ・ピープ
ル’77』『ワァー！アメリカ南部』と、若者志向の本をつくってきたイエローページが、この本から
装いを新たにしました。比較文化論を下敷にした、資料性豊かな本です。」と「本」であることが強
調されているが、上に示した裏表紙下部の表示と併せると、形態としては単行本に接近しながら、雑
誌の流通経路を経る、当時流行った「ムック」の一種と見られる。「あとがき」と同頁に掲載された
「スタッフ」のところに「制作－（株）U－E．P．」とあるので、企画・編集が「（株）U－E．P．」、
発行元が毎日新聞社ということと思われる。なお、『Yellow PagesIllustrated』創刊号は1976年12月、
第2号は1977年4月に発行されている模様。
目次には標題が「随筆「焼酎」」とあるが、本文には「焼酎」とのみある。
その後の再録はなく、新版全集別巻2に初出未詳として収録。
なお、新版全集では、判読できない部分を「見□D□□□□□口と、」と示したが（136頁10行目）、
初出では「見て帰りかけてゐると、」とある。
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有情滑稽
中央公論社（東京都中央区京橋2－8－7）発行『川上澄生全集』全14巻内容見本（1978年9月発
行〔推定〕）の3頁に「川上澄生全集を推す」の1篇として掲載。
本内容見本はA5判中綴じ冊子体、表紙とも8頁。このほか、川上の版画作品4点をカラーで収録
したB5判別紙2丁も綴込む。。
第1回配本の『川上澄男全集』第2巻が1978年10月20日の発行であり、内容見本はそれよりもー箇
月程度先立つと見て発行日を推定した。
新漢字・旧仮名遣。ルビなし。30字×11行。「川上澄生さんの描く人物は、顔から腰つきまで大ま
じめな恰好で、自己に満足しきってゐるところを見せてゐる。」と始まり、川上が描く人力車夫・花
魁・聖者・南蛮人などに「有情滑稽」が発生する理由について述べ、末尾で川上の教え子で最近亡く
なった伴俊彦についても言及する。
「川上澄生全集を推す」には、芹沢鐘介「詩と浪曇の作家」、井伏、遠藤周作「川上版画のポェジ
ー」、永井龍男「ひとり遊び」の順に計4名の推薦文を掲載。『川上橙生全集』は各巻とも定価2300円。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
井伏鱒二氏　豊多摩郡井荻村瓢瓢の日日
朝日新聞社（東京本社　東京都中央区築地五一三一二／大阪本社　大阪市北区中之島三一二一四／
西部本社　北九州市小倉北区砂津一一十二一一／名古屋本社　名古屋市中区栄一一三一三）発行『ア
サヒグラフ』通巻第3082号（1982年4月30日）の32頁～43頁に掲載。編集長・小西孝道、特別定価450
円。
記事中に井伏発言を引用。
32頁～39頁は見開きで計4葉の井伏写真を掲載、また、40頁にも1某の井伏写真を掲載（33頁には
「文二斎藤慎爾／写真＝橋本照嵩」として、井伏の文学史的位置づけや井荻村との縁を記す文章を配
する。また、写真隅には、それぞれ数行ずつの井伏の発言などを白抜きで掲載）。
41頁～43頁は、冒頭に「この世に在る哀しみを淡々とみすえて…」の見出しを置き、さらに、
海揚りの古備前が置かれた部屋で－1
桃の花の季節の想い出を語りながら－2
行きつけの鮨屋で水割りのグラスをかたむけて－3
の小見出しに分けて、井伏発言を引用しながら記事を構成。この記事中にも井伏写真2葉を掲載。
本記事は、井伏の生涯を振り返った上で、近況を報じる体裁。久々の短篇集『海揚り』（1981年10
月20日発行）が5刷まで重ねたことなどにも触れる。また、「万年筆は昔からぺりかんを愛用してい
る／原稿用紙はいまだに納得するものがないんだ／いよいよとなったら自分の用箋を作ろうかと考え
ている」などという、井伏の発言も記録されている。
『アサヒグラフ』編輯部は本記事に力を入れたようで、表紙（表1）には「本誌特撮　井伏鱒二氏
豊多摩郡井荻村瓢々の日々」（本文標題においては繰り返し符号を使わず、「諷瓢の日日」と表記）
との惹句を掲げ、目次欄（31頁）の上部にも書斎で電話を取る井伏写真1薬を掲載し、「人生の哀歓
をユーモアとペーソスに溢れた独自の文体で語る井伏鱒二氏の諷々たる日々（32ページ）」というキ
ャプションを附けている。さらに、末尾に「こ」という署名のある「えんぴつめも」（目次頁に掲載）
全文を使って本記事に触れている。以下に引くのは、その冒頭部分。
井伏鱒二さんの写真ざらいは通説になっていて、それをなんとかご登場願えないものかという
のが、本誌スタッフのいわば悲願でした。〔中略〕／幸い斎藤慎爾民らの粘っこい努力で、今回
ようやくその願いがかなったのです。当初の「一時間ぐらいなら」という　〈お許し）が、実際に
は半日近くもおつき合いいただけることになりました。
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〔飯田龍太著『現代俳句の面白さ』推薦文〕
株式会社新潮社（東京都新宿区矢来町七一）発行、飯田龍太箸『現代俳句の面白さ』〈新潮選書〉（1990
年6月15日印刷、1990年6月20日発行）のジャケットに掲載。発行者・佐藤亮一、印刷・株式会社三
秀舎、定価880円（本体854円）。
井伏文に標題はない。横書きで、新漢字・新仮名遣い、ルビなし。23字×20行。冒頭段落は「とき
どき龍太さんの主宰する俳句雑誌『雲母』を読む。『雲母』は父蛇第氏からかぞえると優に七十余年、
刊行がつづいている。もっとも昭和二十年の甲府空襲のとき印刷所が全焼して、数カ月ぐらい休刊し
たそうだ。」とある。
末尾に「井伏鱒二（作家）」とある。
うんも
『現代俳句の面白さ』は全265頁。中扉裏には「本書は著者の主宰する俳句雑誌「雲母」（昭和五十
七年一月～六十三年十二月号）に連載された飯田龍太選『秀作について』八十四回分を歳時記風に分
類、収録したものである。」と始まる、本書の概要が紹介されている。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
随想選によせて
新潮社（東京都新宿区矢来町71）発行『河盛好蔵私の随想選』新潮社版・全七巻内容見本（1991
年1月〔推定〕発行）の2頁に掲載。
本内容見本はA5判中綴じ冊子体、全12頁〔本文とは別紙の表1～表4を除く〕。裏表紙（表4）
の発行元表示の下に「’9卜1」とあるのによって発行年月を推定した。
新漢字・新仮名遣い、ルビなし。20字×21行。「河盛さんと出会ってから、もう何年になるのだろ
う。お互いに荻窪界隈に移り住んで、往ったり来たりの関係は戦前からなので、半世紀を過ぎている。」
と始まる。文中で井伏は、河盛の「論理の明噺さ」「好奇心の強さ」「人柄のあたたかさ」を指摘する。
末尾に「（作家）」とある。
井伏に続いて、杉捷夫「達意の文章の模範」、三浦哲郎「羨望をそそる名文」、阿部良雄「ディレッ
タンテイスムと言皆言虐」の順で推薦文が掲載されている。
本内容見本の裏表紙（表4）には、「第1回／1月25日発売」、「第2回より毎月10日発売」と謳う。
また、『新潮社新刊案内』（『河盛好蔵私の随想選』第1巻　く私のパリ〉　に挟み込み）も「第1回／1
月25日発売」とする。しかし、第1回配本『河盛好蔵私の随想選』第1巻　く私のパリ〉　奥附には1991
年1月15日印刷、1991年1月20日発行とある。また、『新潮社一〇〇年図書総目録』（新潮社、1996年
10月10日、886貢）も第1回配本を1月20日とし、第2回配本（3月）から最終の第7回配本（8月）
まで発行日附を各月5日としている。各巻とも定価4000円。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
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